市民参加推進の手引き構成案
	頁
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	表
	表紙，はじめに，目次

市民とのパートナーシップによる市政とまちづくりを進めるために
	インパクトがあり，分かりやすい言葉に。

（参考：計画副題）参加と協働による豊かで活力のある地域社会の実現に向けて
	参加と協働により，豊かで活力のある地域社会の実現のために
	

	無
	はじめに
	
	はじめに

・　ガイドライン作成後8年が経過しており，この間の社会情勢やこれなでの取組の蓄積・成果・課題を踏まえて，本市の現状と課題に合わせた手引きに。

・　市民参加の意義や理念の理解と，実務に当たって必要なルールや心構え，ノウハウを盛り込み，市民参加の一層の推進を図る。
	

	無
	目次


	
	目次
	


	頁
	現行ガイドラインの項目
	課　　　　　　　題
	手引きに掲げる項目案
	結　論

	1
	（新設）
Ⅰ　市民参加の準備体操（基本的な考え方とチェックポイント）

１　市民参加とは

・市民参加の２側面

・市政のあらゆる段階での参加と協働

・市民による自主的なまちづくり活動


	★そもそも市民参加とはどういったものかが分かるようなシンプルな説明が必要ではないか。
▶場面設定が必要ではないか。
	新たにシンプルな市民参加の説明を記載する。
Ⅰ　市民参加の考え方
１　本市における市民参加の位置づけ

⑴京都市基本計画における位置付け

⑵第2期京都市市民参加推進計画

２　市民参加とは

⑴市民参加の２側面

⑵市政のあらゆる段階での参加と協働

（市政参加）
⑶市民による自主的なまちづくり活動

（市民活動）
	

	2
	２　なぜ市民参加が必要なのか

・時代の潮流
・地方分権・情報化の進展などの社会的背景

・充実感を求める意識

・多様化する価値観

・消費者としての市民

・参加機会の一層の充実


	▶職員によって捉え方が様々である。

▶具体的事例も含めて提示が必要ではないか。

▶市民は主権者である。

▶「時代の潮流」との説明は不適切。

（市民，職員双方にメリットのあること，合理的であることなどetc）

▶ユーザー，オーナー，主権者としての市民の記述をしっかりと。
▶なぜ市民参加が必要なのかの答ではない。
	３　なぜ市民参加が必要なのか
★「市民参加の求められる背景」ではないか
・時代の潮流
⑴参加と協働による豊かな地域社会の実現
⑵地方分権・情報化の進展などの社会的背景

⑶多様化する価値観
⑷消費者としての市民
⑸充実感を求める意識
参加機会の一層の充実

	

	3
	３　市民参加の取組

・市政運営の各過程への市民の参加

・市民による自主的なまちづくり活動の推進

（新設）
・日常の仕事から考える市民参加


	▶具体的に他の市民参加と比べどういう位置づけにあるのかを分かりやすく。
▶現状と課題を述べるべき。（これまでの取組の蓄積による成果と課題）

▶市民活動編は来年度以降に作成する。（「はじめに」に記載）
▶職員にあまり意識はないかもしれないが，窓口対応やクレーム対応も市民参加である。

▶市民参加と仕事の関わりが分かるよう可視化するためプロセス別の整理をしてはどうか。
	４　市民参加の取組
★　２「市民参加とは」と同趣旨なので，統合してはどうか。
⑴市政運営の各過程への市民の参加（市政参加）
→目的別手法のマトリックス（「市民参加の手法と機能」）を挿入

　→取組の成果及び第2期計画，職員ワークショップ，公募委員サロンなどで明らかになった課題を盛り込む。
⑵市民による自主的なまちづくり活動の推進

⑶情報の提供・公開と共有
⑷日常の仕事から考える市民参加


	

	4
	４　市職員が市民参加を進める上で念頭におくべきこと

・市民参加の視点に立った公正かつ誠実な職務執行　

・協働の精神

・市政への参加とまちづくり活動の推進

・市民の福祉の増進と市政運営の効率性の確保

・市民活動の尊重
・市会の権限・役割の尊重

	▶項目の表現が固い「理解しておきたいこと」が適当
▶職員ワークショップで出された職員の悩みに答えられる記述を。

・予算や時間の制約の中で，どの程度まで市民参加に取り組むのかのバランス。

・市民参加の必要性は共通認識があるが，運用方法に悩み。

▶項目が多く見にくい。心構えなら短い言葉でインパクトのあるものに。

▶この項目は職員の心構えを記述するので，５の「１　参加の基本設計三要素」は４に移動する方がよいのではないか。

▶「協働の精神」の対等の立場という表現が適切か。市民の立場を記載。
▶「市政運営の効率性」には，励まし心が楽になるような記述を
	５　職員が市民参加を進める上で念頭に置くべきこと

⑴市民参加の視点に立った公正かつ誠実な職務執行　

⑵協働の精神

⑶市政への参加とまちづくり活動の推進

⑷市民の福祉の増進と市政運営の効率性の確保

⑸市民活動の尊重
⑹市会の権限・役割の尊重
⑺参加の基本設計三要素

　ア　参加対象の設計

　イ　参加のプロセス設計（全体のスケジュール）

　ウ　参加のプログラム設計
⑻　多様性への配慮

　　ユニバーサルデザイン
	

	
	（新設）
	
	６　第２期京都市市民参加推進計画

⑴計画の考え方

⑵市民の市政への参加の推進（市政参加）
⑶市民のまちづくり活動の活性化（市民活動）
⑷情報の提供・公開と共有

⑸計画を着実に進めるための推進体制

	

	5
	５　具体的な取組姿勢や検討事項

１　参加の基本設計三要素

　ア　参加対象の設計

　イ　参加のプロセス設計（全体のスケジュール）

　ウ　参加のプログラム設計　

	
	削除（４に統合）

	

	6
	２　市民参加を進める１５のチェックポイント

計画
①　必要な情報を提供して，広く市民の意見を聞いていますか？
②　市民の意見を受け止め，施策に反映させる努力をしていますか？

③　市民参加の方法をいろいろ検討していますか？

④　行政がすべきことと，市民に委ねられることを検討していますか？

⑤　参加の対象をできる限り広げる検討をしていますか？

⑥　参加を念頭においてスケジュールを設定していますか？

⑦　市民の意見を聞いて内容に反映させる柔軟性を持っていますか？

行動

⑧　市民から進んで参加できる工夫をしていますか？

⑨　参加者や利用者などの満足感を大切にしていますか？

⑩　市民とのコミュニケーションに十分心がけて，共に学びあう姿勢を持っていますか？
⑪　市民と行政が対等，パートナーの関係になっていますか？

⑫　市民や事業者の自主的な取組を呼び掛けていますか？

確認

⑬　一部の意見や利害に左右されず，市民，行政双方にとって納得のいく結果になりましたか？

⑭　事業完了後に新たな仲間や次の取組への機運の盛り上がりなどが得られましたか？
⑮　取組の成果が参加者以外にもうまく伝えられましたか？
	▶１５のチェックポイントはワークショップを対象とした内容である。
▶１５のチェックポイントはワークショップを対象とした内容である。
▶１５のチェックポイントはワークショップを対象とした内容である。

	削除（「Ⅱ　市民参加の第一歩」や「Ⅲ　市民参加の拡げ方」に掲げる個別の取組に盛り込む。）
削除（「Ⅱ　市民参加の第一歩」や「Ⅲ　市民参加の拡げ方」に掲げる個別の取組に盛り込む。）
削除（「Ⅱ　市民参加の第一歩」や「Ⅲ　市民参加の拡げ方」に掲げる個別の取組に盛り込む。）
	


	頁
	現行ガイドラインの項目
	課　　　　　　　題
	手引きに掲げる項目案
	結　　　　　　論

	7
	（新設）
Ⅱ　市民参加の第１歩（まずは情報の提供と公開から）

（新設）
１　市民参加情報カレンダー

（１）提供する情報

（２）運用と入力方法


	▶市民参加の手法とその機能の整理をひと目で分かるものを掲載するべき。
	Ⅱ　市民参加の手法と機能

「市民参加の手法と機能」
　冒頭に目的別手法のマトリックスを挿入。
Ⅲ　情報の提供と公開（市民参加の第１歩）
１　広報（市民しんぶん，チラシ，ホームページなど）
２　市民参加情報カレンダー


	

	9
	２　市役所出前トーク

　実施の概要


	▶制度開始前の記述のまま
	５　市役所出前トーク

　制度の詳細を記載。
	

	
	（新設）
	
	３　パブリック・コメント総括情報ページ

４　審議会等総括情報ページ
	


	頁
	現行ガイドラインの項目
	課　　　　　　　題
	手引きに掲げる項目案
	結　　　　　　論

	
	（新設）
	
	Ⅳ　市政参加の手続きと様々な参加手法（課題の抽出）
１　アンケート調査・モニター調査
⑴アンケート調査

⑵モニター調査
２　市長への手紙

	

	10
	Ⅲ　市民参加の拡げ方
１　審議会

１　審議会の公開

（１）公開の決定等

（２）非公開となる場合について

（３）審議会情報の提供・公開　
（４）公開の実施，傍聴席の確保など

（５）会議録の作成，公表
	▶既に「市民参加を進めるための審議会等運営ガイドブック」で詳細な手引きを作成済み。（平成２１年度作成）


	Ⅴ　市政参加の手続と様々な参加手法（政策の検討・決断）
１　審議会等（委員の公募，会議の公開，議論の活性化）

・設置・運営のポイント

※詳細は，審議会等運営ガイドブックを参照とすることを記載
	

	12
	２　審議会委員の選任
（１）委員の選任に当たっての規準

・広く各界各層，幅広い年齢層からの選出

　・女性委員の登用促進

　・委員の就任制限

　・委員の公募

（２）委員の選任に当たっての手続

	※　同上
	※　同上
	

	13
	３　審議会委員の公募

　・応募の条件

　・募集の周知

　・選考

　・選考結果の通知

【審議会委員選任・公募の流れ】

	※　同上
	※　同上
	

	15
	４　審議会の範囲


	※　同上
	※　同上
	

	16
	２　パブリック・コメント

　・対象

　・対象の例外となるもの

　・案の公表と意見の募集

　・意見提出期間と提出方法

　・市の考え方の公表と回答

【パブリック・コメントの流れ】
	
	２　パブリック・コメント

⑴対象

⑵対象の例外となるもの
⑶案の公表と意見の募集

　意見提出期間と提出方法

　市の考え方の公表と回答

【パブリック・コメントの流れ】


	

	18
	３　電子会議室「みやこｅコミュニティ」（試行実施中）

　・テーマの設定
　・運営

　・市民の参加
　・所管課の対応

· 他課での対応
・職員の参加


	▶平成20年度末をもって閉鎖
	※　削除
	

	19
	４　ワークショップ

　・ワークショップとは

　・ワークショップって，どんなことに使われていますか？

　・ワークショップって，これまでの会議とどう違うの？

　　ＫＪ法って何？

　　デザインゲーム

	▶ワークショップは市民参加の手法ではなく，会議手法の一つ。「パブリック・コメント」などとの横並びは不適切。
	※　削除（他の適当な箇所に盛り込むことの検討が必要）
	

	22
	５　その他

１　アンケート・モニター調査　
　・アンケート調査

　・モニター調査

２　公聴会

３　社会実験，モデル事業

４　グラウンドワーク

５　アドプトシステム

政策のサイクルとさまざまな参加手法

	
	Ⅳ　市政参加の手続きと様々な参加手法（課題の抽出）

１　アンケート・モニター調査　

　・アンケート調査

　・モニター調査
２　市長への手紙
Ⅴ　市民参加の手続きと様々な参加手法
１　アンケート・モニター調査　

　・アンケート調査

　・モニター調査
→Ⅳ１に
１　審議会等（委員の公募，会議の公開，議論の活性化）
２　パブリック・コメント
３　社会実験，モデル事業

４　グラウンドワーク
５　アドプトシステム
４　ワークショップ型施設づくり
５　市民参加型フォーラム

２６　公聴会
７　市が行う地元への説明会
８　提案，アイデア，名称・愛称等募集

９　協働事業提案制度

政策のサイクルとさまざまな参加手法

	

	
	（新設）
	
	Ⅵ　市政参加の手続と様々な参加手法

１　市政ボランティア

２　市民参加型公共施設管理


	

	
	（新設）
	
	Ⅶ　市政参加の手続と様々な参加手法（評価）


	

	
	（新設）
	
	Ⅷ　市政参加の手続きと様々な参加手法（課題の抽出から政策の検討，実行まで行う新たな取組）


	

	
	（新設）
	★アジェンダ２１，ファンドレイジングも追加する。

	Ⅸ　これも市民参加です

・窓口対応


	

	
	資料編
（新設）
	▶職員の悩みに答えられる分かりやすい資料が必要

　・市民は市民参加を求めているのだろうか。
　・行政主導でないと進まないものもあるのではないか。

　・市民参加や情報提供はどの程度まで必要なのか。また，できているのか自信がない。

　・予算や時間の制限の中で市民参加に取り組むことのギャップに悩んでいる。

　・市民参加の満足度と時間などとの制約のバランスが難しい。

　・盛り上がりを得られているのかの判断基準が分からない。
	資料編
資料１　Ｑ＆Ａ

資料２　事例集（市民参加の温故知新アーカイブ）

	


	頁
	現行ガイドラインの項目
	課　　　　　　　題
	手引きに掲げる項目案
	結　　　　　　論

	26
	１　市民参加推進条例の考え方

　　市民参加推進条例


	
	資料３　市民参加推進条例の考え方

　　市民参加推進条例


	

	34
	２　京都市市民参加推進条例施行規則


	
	資料４　京都市市民参加推進条例施行規則


	

	36
	３　審議会等の委員の選任及び公募に関する要綱


	
	資料５　審議会等の委員の選任及び公募に関する要綱


	

	39
	４　局区等市民参加推進体制　概念図

・市民参加推進会議

　・各局区等市民参加推進委員会

　・推進チーム等


	
	資料６　市民参加推進会議規則

	

	40
	５　「市民活動総合センター」の概要

（１）センターの設置目的及び特徴的な事業

（２）管理委託

 参考
「ひと・まち交流館　京都」の概要

（１）位置・規模など

（２）主な施設内用

（３）開館時間及び開館日

（４）会議室等の使用

（５）管理運営


	
	５　「市民活動総合センター」の概要

（１）センターの設置目的及び特徴的な事業

（２）管理委託

 参考
「ひと・まち交流館　京都」の概要

（１）位置・規模など

（２）主な施設内用

（３）開館時間及び開館日

（４）会議室等の使用

（５）管理運営

	

	42
	６　市民参加関係施策の経緯　

	
	６　市民参加関係施策の経緯

	

	
	（新設）
	
	資料７　京都市政出前トーク実施要綱

資料８　京都市政出前トーク受付マニュアル

資料９　市民参加カレンダー及びパブリック・コメント総括情報ページの掲載手順

資料１０　市民参加カレンダー及び審議会等総括情報ページの掲載手順

資料１１　手引きの作成過程

資料１２　市民参加応援隊「ストーリーてらＧ」
	

	44
	おわりに

	
	おわりに
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